緊急食料等提供事業 実施要綱
（目　的）
第１条　
この事業は、市内に居住している低所得者等が、緊急的かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に食料等の生活に必要な現物（以下「食料等」という）を提供することにより、世帯の自立を促し、社会の一員として円滑な社会生活が送れるよう、支援する。
（窓口運営主体）
第２条

この事業は、社会福祉法人伊賀市社会福祉協議会（以下「社協」という）が、この規程により運営する。
　事業を円滑に進めるため、社協各支所のふくし相談支援センターに窓口を置き、相談・受付・支援を行うものとする。
（財源）
第３条

　財源は、伊賀市共同募金配分事業等によるものとする。
（対象者）
第４条　
この事業の対象となる世帯は、下記のいずれかに該当する者とする。
①市内に在住しており、緊急的かつ一時的に生計の維持が困難な世帯
②在住する地域の担当民生委員が必要と認めた世帯。
③その他、社協会長が特に必要と認めた世帯。
（借入申込手続）

第５条　
この事業で食料提供等の申し込みを行う者は、申込書（様式１）に必要事項を記入の上、必要書類を添え、社協会長に申し込むものとする。

（申込に必要な書類）

第６条　
この事業の申込に必要な書類は次のとおりとする。

①提供申込書（様式１）
②住所がわかる書類等（住民票・免許証・健康保険証・郵便物など）

③その他、必要に応じ社協会長が求める書類
（食料等の提供）

第７条

提供する食料等については、次のとおりとする。

①大人１人が２日から３日、生活できるもので１セットあたり２，０００円以内。

※具体的内容については、世情等を勘案し、社協で協議・決定する。
②提供数については、一人につき１セットとし、世帯構成員数を提供する。
③乳幼児がいる世帯については、粉ミルク・離乳食等の食料を必要に応じて適宜、提供する。

これについても、２日から３日、生活できるもので、一人あたり２，０００円以内とする。
④乳幼児・高齢者等で、紙おむつの使用が必要な者がいる世帯に対して、紙おむつの提供を必要に応じて行う。提供数は１人が２～３日生活できるものとし、１セットあたり１，５００円以内とする。
（提供頻度）

第８条
再度、同一人に対して、食料等を提供する場合は、前回の提供日より６ヶ月以上経過している事とする。

提供にあたっては、台帳を整備し、提供状況等を把握する。
（提供の決定）

第９条
提供の決定は、社協会長が随時、行うものとする。
（調達・保管）

第１０条

提供する食料等は、社協で調達・保管する。

保管台帳を整備し、賞味期限・消費期限等の把握を行い、随時、破棄・補充を行う。
（返還）

第１１条

この事業は、基本的には食料等を提供するものであり、返還は求めない。しかし、利用者がこの事業の趣旨を理解の上、世帯が自立した社会生活を送れるようになった後、返還を希望する場合は、応じるものとする。
附　　則

この規程は、平成２１年３月１日から施行する。
様式１

緊急食料等提供事業　申込書

	申込受付日付
	平成　　　年　　　月　　　日
	担当民生委員
	　　　　　　　　　　　　　

	申込人
	（ふりがな）

氏　名
	㊞
	男・女
	生年月日
	明治・大正・昭和

年　　月　　日（　　歳）

	
	住　所
	三重県伊賀市　　　　　　　　　　　　　　

	
	電　話
	　　　　　　　　　　　　
	携帯電話
	

	
	職　業
	　　　　　　　　　　　　（勤務先名称　　　　　　　　　　　）【月収　　　　　】

	
	勤務先住所
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【電話】　　　　　（　　）

	家族構成
	氏　　名
	続柄
	年齢
	職業
	備考

	
	
	本人
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	必要とする食料等

（必要セット数・商品名を記入）
	標準セット（　　　　　セット）
	乳幼児の食料（商品名：　　　　　　）

	
	乳幼児用紙おむつ（　　ｾｯﾄ（ｻｲｽﾞ:  　）
	大人用紙おむつ（　　ｾｯﾄ（ｻｲｽﾞ:  　）

	提供を必要とする理由等
	

	
	

	
	

	◎上記のとおり、緊急食料等提供事業を申し込みます。
平成　　　年　　　月　　　日　　　　　　  

申 込 人　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
社会福祉法人　伊賀市社会福祉協議会長　様


